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集
。
市
内
在
住
（
在
勤
、

在
学
も
含
む
）
の
１８
歳
以

上（
今
年
７
月
１
日
時
点
）

を
対
象
に
、
平
日
昼
間
に

開
催
予
定
の
審
議
会
に
出

席
で
き
る
こ
と
な
ど
を
条

件
に
希
望
者
を
募
る
。
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
と
応

募
動
機
を
記
入
し
、
５
月

２６
日
〜
６
月
２７
日
の
間
に

応
募
す
れ
ば
よ
い
。
問
い

合
わ
せ
は
市
行
政
係
☎
４３

・
６
８
５
０
、
フ
ァ
ク
ス

４３
・
６
８
９
２
。
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公
共
施
設
使
用
料
見
直
し

１７１７
年
ぶ
り
に
審
議
会
へ

年
ぶ
り
に
審
議
会
へ

市「
物
価
高
騰
に
対
応
」

新生児に「すこやかギフト

市
民
病
院
医
療
過
誤
訴
訟

双
方
控
訴
せ
ず
終
結
へ

関
連
訴
訟
は
４
日
に
尋
問

　

赤
穂
市
は
今
年
度
、
公

共
施
設
使
用
料
の
見
直
し

に
向
け
た
使
用
料
手
数
料

等
審
議
会
を
開
く
。
同
審

議
会
の
開
催
は
２
０
０
８

年
度
以
来
１７
年
ぶ
り
だ
。

　

同
審
議
会
は
学
識
経
験

者
や
各
種
団
体
代
表
者
に

公
募
委
員
を
加
え
た
メ
ン

バ
ー
で
構
成
。
市
長
の
諮

問
を
受
け
て
施
設
使
用
料

や
サ
ー
ビ
ス
手
数
料
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
市
当
局

が
示
す
改
定
案
が
妥
当
か

ど
う
か
な
ど
答
申
を
ま
と

め
る
。

　

市
に
よ
る
と
、
今
年
度

の
審
議
会
に
は
市
民
総
合

体
育
館
や
文
化
会
館
、
葬

儀
施
設
な
ど
の
使
用
料
の

あ
り
方
に
つ
い
て
諮
問
す

る
予
定
。
７
月
か
ら
１０
月

ご
ろ
に
か
け
て
４
回
程
度

会
合
を
行
う
。

　

０８
年
度
の
審
議
会
で
は

▽
下
水
道
使
用
料
（
基
本

額
月
７
９
０
円
→
８
８
０

円
な
ど
平
均
１２
・
８
％
ア

ッ
プ
）
▽
乳
児
・
妊
婦
検

診
料
（
１
回
２
８
０
０
円

→
３
２
４
０
円
）
▽
死
亡

診
断
書
（
２
０
０
０
円
→

３
０
０
０
円
）
▽
火
葬
料

（
大
人
の
場
合
で
７
０
０

０
円
→
８
０
０
０
円
）
な

ど
の
引
き
上
げ
を
「
妥

当
」
と
し
た
。「
ご
み
処

理
有
料
化
」
に
つ
い
て
も

審
議
し
、「
導
入
す
る
こ

と
が
適
当
」
と
し
な
が
ら

も
「
審
議
会
と
は
別
の
組

織
を
設
置
し
、
具
体
的
実

施
案
を
作
成
さ
れ
た
い
」

と
の
付
帯
意
見
が
つ
き
、

有
料
化
の
実
現
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

　

市
は
前
回
の
審
議
会
以

降
に
２
度
に
わ
た
っ
て
開

催
を
計
画
し
た
が
、
１６
年

度
は
政
府
が
消
費
増
税
を

延
期
し
た
こ
と
を
受
け
て

開
催
を
見
送
り
、
１９
年
度

は
消
費
増
税
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら

「
市
民
生
活
や
地
域
経
済

へ
の
影
響
が
大
き
過
ぎ
る

恐
れ
が
あ
る
」（
牟
礼
正

稔
市
長
）
と
し
て
取
り
や

め
た
。

　

１７
年
ぶ
り
に
審
議
会
を

開
く
理
由
に
つ
い
て
市
は

「
長
年
使
用
料
を
据
え
置

い
た
ま
ま
の
施
設
が
あ

り
、
物
価
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
」（
行
政
課
）
と

し
て
い
る
。
水
道
・
下
水

道
料
金
に
つ
い
て
は
２３
年

度
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た

「
赤
穂
市
上
下
水
道
事
業

在
り
方
検
討
委
員
会
」
に

協
議
の
場
を
移
し
て
い

る
。

　

市
は
審
議
会
の
開
催
へ

向
け
て
公
募
委
員
を
募

　

赤
穂
義
士
の
一
人
、
堀

部
安
兵
衛
ゆ
か
り
の
義
士

親
善
友
好
都
市
・
新
潟
県

新
発
田
市
か
ら
産
地
直
送

さ
れ
た
特
産
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
使
っ
て
期
間
限
定

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
グ

ル
メ
イ
ベ
ン
ト
「
赤
穂
ア

ス
パ
ラ
横
丁
」
が
５
月
２４

日（
土
）か
ら
赤
穂
市
内
の

飲
食
店
で
始
ま
る
。

　

新
発
田
市
は
新
潟
県
内

一
の
ア
ス
パ
ラ
出
荷
量
を

誇
る
。
土
作
り
か
ら
こ
だ

わ
っ
て
育
て
、「
太
く
て
、

甘
く
、
柔
ら
か
い
」
と
評

判
が
高
い
。

　

赤
穂
市
と
新
発
田
市
は

義
士
の
縁
で
民
間
交
流
も

盛
ん
。「
赤
穂
ア
ス
パ
ラ

横
丁
」
も
そ
の
一
環
で
、

好
評
だ
っ
た
昨
年
に
続
い

て
の
開
催
と
な
る
。
今
回

は
７
店
舗
が
参
加
。
ア
ス

パ
ラ
の
入
荷
が
続
く
夏
ご

ろ
ま
で
実
施
す
る
予
定

　 　

義
士
ゆ
か
り
新
発
田
産

ア
ス
パ
ラ
召
し
上
が
れ

７
店
舗
で
限
定
メ
ニ
ュ
ー

商
議
所
青
年
部

前
田
直
毅
氏
を

新
会
長
に
選
出

　
赤
穂
商
工
会
議
所
青
年

部
は
２
０
２
５
年
度
役
員

改
選
で
新
会
長
に
前
田
直

毅
氏（
４１
）＝
前
田
石
油
Ｓ

Ｓ
部
長
、
坂
越
＝
を
選
出

し
た
。

　
任
期
は
来
年
３
月
末
ま

で
の
１
年
間
。
新
役
員
は

次
の
み
な
さ
ん
。
か
っ
こ

内
は
所
属
事
業
所
。
敬
称

略
。

　
▽
会
長
＝
前
田
直
毅

（
前
田
石
油
）
▽
直
前
会

長
＝
金
礪
慶
（
か
ね
と
運

輸
）
▽
副
会
長
＝
吉
波
毅

顕
（
吉
波
商
店
）
江
原
賢

信
（
あ
こ
ま
る
商
店
）
▽

会
計
＝
梶
浦
翔
太
（
プ
ル

デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
）

▽
理
事
＝
大
野
惇
貴
（
大

野
瓦
工
業
）
苅
田
崇
志

（
苅
田
塗
装
）
▽
監
事
＝

星
尾
文
弘
（
ス
タ
ー
テ
ー

ル
）

土
曜
夜
店

６
月
１４
日
か
ら

５
週
連
続
開
催

　
加
里
屋
の
花
岳
寺
通
商

店
街
（
田
辺
尚
也
会
長
）

は
毎
夏
恒
例
の
「
土
曜
夜

店
」
の
日
程
を
決
定
。
６

月
１４
日
か
ら
７
月
１２
日
ま

で
５
週
連
続
で
開
催
す

る
。
い
ず
れ
の
日
も
午
後

５
時
半
か
ら
８
時
半
ま

で
。
雨
天
中
止
。
開
催
情

報
は
商
店
街
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
告
知
す
る
。

だ
。
各
参
加
店
の
主
な
メ

ニ
ュ
ー
と
価
格
（
税
込

み
）
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
赤
穂
ら
ー
め
ん
麺
坊

（
☎
４５
・
７
４
１
０
）
＝

ア
ス
パ
ラ
ら
ー
め
ん
（
８

５
０
円
）
▽
Ｃ
ａ
ｄ
ｏ
ｕ

（
☎
０
９
０
・
５
１
５
３

・
８
２
７
３
）
＝
ア
ス
パ

ラ
ス
パ
イ
ス
フ
ォ
ー
セ
ッ

ト
（
１
６
５
０
円
）
▽
か

ま
し
ま
（
☎
５６
・
５
０
５

０
）
＝
ア
ス
パ
ラ
と
カ
キ

の
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
パ
ス

タ
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
（
１
６

５
０
円
）
▽
さ
く
ら
ぐ
み

（
☎
４２
・
３
５
４
５
）
＝

ハ
リ
イ
カ
と
極
太
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
フ
リ
ッ
ト
（
１

８
５
０
円
）
▽
す
し
若

（
☎
４３
・
６
７
８
６
）
＝

ア
ス
パ
ラ
の
天
ぷ
ら　

海

老
塩
添
え
（
２
本
１
０
０

０
円
）
▽
そ
ば
処
衣
笠

（
☎
４２
・
０
１
９
４
）
＝

ア
ス
パ
ラ
の
お
ひ
た
し

（
５
０
０
円
）
▽
初
音

（
☎
４２
・
１
３
３
１
）
＝

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ナ
ポ
リ

タ
ン
（
１
０
０
０
円
）

　
赤
穂
市
民
病
院
で
の
医

療
過
誤
を
め
ぐ
る
民
事
訴

訟
で
、
神
戸
地
裁
姫
路
支

部
が
執
刀
医
と
赤
穂
市
に

対
し
て
賠
償
を
命
じ
た
判

決
を
受
け
、
原
告
と
被
告

双
方
が
控
訴
し
な
い
意
向

を
固
め
た
こ
と
が
２３
日
ま

で
に
わ
か
っ
た
。
執
刀
医

と
市
に
連
帯
し
て
慰
謝
料

な
ど
約
８
８
８
８
万
円
の

支
払
い
を
命
じ
た
判
決
が

確
定
す
る
見
通
し
に
な
っ

た
。

　
判
決
を
め
ぐ
っ
て
は
、

牟
礼
正
稔
市
長
が
２０
日
の

定
例
会
見
で
「
判
決
に
従

う
」
と
控
訴
し
な
い
考
え

を
表
明
し
た
の
に
続
き
、

執
刀
医
は
２１
日
に
控
訴
せ

ず
判
決
を
受
け
入
れ
る
意

向
を
代
理
人
弁
護
士
を
通

じ
て
示
し
た
。
原
告
側
の

代
理
人
弁
護
士
も
控
訴
し

な
い
意
向
を
２３
日
ま
で
に

明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
期
限
ま
で
に

控
訴
が
な
け
れ
ば
、
判
決

が
確
定
。
市
民
病
院
は
全

国
自
治
体
病
院
協
議
会
の

「
病
院
賠
償
責
任
保
険
」

に
加
入
し
て
お
り
、
一
つ

の
医
療
事
故
に
つ
き
１
億

円
（
年
間
上
限
３
億
円
）

ま
で
保
険
適
用
で
き
る
と

い
う
。

　
　  

＊
　
＊
　
＊

　
一
方
、
専
門
医
試
験
の

受
験
を
妨
害
さ
れ
た
な
ど

と
し
て
、
執
刀
医
が
上
司

だ
っ
た
科
長
と
当
時
の
院

長
、
赤
穂
市
を
相
手
取
っ

て
損
害
賠
償
を
求
め
て
い

る
民
事
訴
訟
を
め
ぐ
り
、

「
虚
偽
」
の
訴
え
に
よ
り

精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
と

し
て
、
科
長
が
医
師
に
対

し
て
慰
謝
料
な
ど
３
３
０

万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め

て
反
訴
し
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
６
月
４
日
に
神
戸

地
裁
姫
路
支
部
で
医
師
と

科
長
、
元
院
長
の
尋
問
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
執
刀
医
（
２
０
２
１
年

８
月
に
赤
穂
市
民
病
院
を

依
願
退
職
）
が
２３
年
１０
月

に
提
出
し
た
訴
状
に
よ
る

と
、
科
長
に
よ
っ
て
▽
妨

害
さ
れ
て
血
管
内
治
療
専

門
医
試
験
の
受
験
資
格
を

喪
失
し
た
▽
胸
ぐ
ら
を
つ

か
む
、
手
で
頭
を
殴
る
な

ど
の
暴
行
が
常
態
化
▽
階

段
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
た

―
な
ど
と
し
、
今
月
１４
日

に
同
地
裁
支
部
が
医
師
と

赤
穂
市
に
賠
償
命
令
を
下

し
た
女
性
患
者
へ
の
医
療

過
誤
に
つ
い
て
は
「
科
長

の
命
令
に
従
っ
た
こ
と
が

原
因
」
と
主
張
。
科
長
に

１
０
０
０
万
円
の
賠
償
を

請
求
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
科
長
は

先
月
２４
日
付
け
で
反
訴
。

▽
受
験
資
格
を
喪
失
し
た

の
は
願
書
の
症
例
内
容
に

疑
義
が
あ
っ
た
か
ら
▽
医

師
が
科
長
に
対
し
て
人
格

を
否
定
す
る
言
葉
を
出
し

た
た
め
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ん

だ
こ
と
が
一
度
だ
け
あ
っ

た
が
、
殴
打
し
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
▽
階
段
か
ら

落
ち
た
の
は
医
師
自
ら
の

過
失
―
と
し
、
医
療
過
誤

に
つ
い
て
も
命
令
を
否

定
。「
医
師
の
主
張
自
体

が
す
べ
て
虚
偽
で
あ
り
、

訴
え
の
提
起
そ
の
も
の
が

不
法
行
為
に
該
当
す
る
」

な
ど
と
主
張
し
て
い
る
。

　
医
師
を
め
ぐ
っ
て
は
、

神
戸
地
検
姫
路
支
部
が
女

性
患
者
へ
の
医
療
過
誤
に

お
け
る
業
務
上
過
失
傷
害

罪
で
昨
年
１２
月
に
在
宅
起

訴
。
ま
た
、
同
医
師
を
モ

デ
ル
に
ウ
ェ
ブ
漫
画
『
脳

外
科
医
　
竹
田
く
ん
』
を

描
い
た
女
性
患
者
の
親
族

が
今
年
３
月
、
漫
画
が
名

誉
毀
損
に
あ
た
ら
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
の
裁

判
を
起
こ
し
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
赤
穂
市
は
今
年
度

か
ら
新
生
児
が
生
ま
れ
た

世
帯
に
育
児
用
品
を
贈
る

「
す
こ
や
か
ギ
フ
ト
定
期

便
」
を
始
め
た
。

　
今
年
４
月
１
日
以
降
に

誕
生
し
た
市
内
在
住
の
子

ど
も
が
対
象
。
新
生
児
に

紙
お
む
つ
１
パ
ッ
ク
、
生

後
５
か
月
に
歯
ブ
ラ
シ
セ

ッ
ト
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、

１
歳
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
子
育
て
用
品
や
玩
具

な
ど
か
ら
選
べ
る
ギ
フ
ト

カ
タ
ロ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
。

　
い
ず
れ
も
新
生
児
世
帯

の
家
庭
訪
問
や
育
児
教
室

で
保
健
師
や
助
産
師
が
直

接
手
渡
す
。
保
護
者
と
対

面
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ

と
で
、
子
育
て
の
心
配
や

不
安
な
ど
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
よ
う
に
す
る
目
的

が
あ
る
。

　
１９
日
に
は
事
業
の
ス
タ

ー
ト
を
記
念
し
て
、
牟
礼

正
稔
市
長
が
対
象
の
親
子

に
紙
お
む
つ
を
手
渡
し

た
。
４
月
７
日
に
次
男
采と

和わ

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
橿

本
奈
美
さ
ん（
３７
）は
「
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
え
て
、

相
談
に
も
乗
っ
て
も
ら
え

る
の
は
あ
り
が
た
い
で

す
」。
市
は
「
安
心
し
て

前
向
き
に
子
育
て
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
」（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

と
話
し
て
い
る
。（
写
真

は
今
年
度
か
ら
赤
穂
市
が

ス
タ
ー
ト
し
た
「
す
こ
や

か
ギ
フ
ト
定
期
便
」
の
贈

呈
式
）

前田直毅会長
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市
民
ガ
イ
ド

優良警察官を表彰

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼『
住
宅
設
備
』や『
電

気
工
事
』の
こ
と
な
ら
当

店
へ
＝
エ
ア
コ
ン
設
置
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、ア
ン
テ

ナ
関
連
、イ
ン
タ
ー
ホ
ン

や
照
明
な
ど
、何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
国
分
電
気
」中
広
☎

45
・
0
５
０
３
、☎
０
９
０

・
７
１
１
４
・
３
６
４
９

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
空

き
家
、倉
庫
の
残
置
物
、終

活
買
取
し
ま
す
。骨
董
品
、

古
道
具
、古
家
具
、中
古
食

器
、贈
答
品
、ご
み
処
分
前

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。ご

み
処
分
費
軽
減
出
来
ま

す
。見
積
も
り
無
料
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
☎
０
９
０
・

１
２
４
０
・
７
４
６
１

　

▼
防
草
シ
ー
ト
施
工
承

り
ま
す
＝
伸
び
放
題
の
空

き
地
や
庭
な
ど
防
草
シ
ー

ト
を
貼
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
庭
木
の
剪
定
、
伐

採
、
草
刈
り
な
ど
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。「
御
庭
番
」
御
崎
☎

０
９
０
・
９
０
９
２
・
３

２
７
６
（
大
前
）

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
へ
の
取
替
で
国

か
ら
補
助
金
が
も
ら
え
ま

す
。
予
算
上
限
に
達
し
次

第
補
助
金
は
終
了
致
し
ま

す
。
補
助
対
象
機
種
や
お

見
積
り
等
当
店
ま
で
お
気

軽
に
お
問
合
せ
は
お
早
目

に
当
店
に
お
願
い
致
し
ま

す
。
日
曜
定
休
日
。
朝
日

町
☎
２５
・
１
３
８
１

　

▼
防
犯
カ
メ
ラ
専
門

「
２１
商
事
」
＝
最
適
な
監

視
・
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
や
防
犯
対
策
を
ご
提

案
。
ス
マ
ホ
で
い
つ
で
も

ご
自
宅
、
店
舗
確
認
Ｏ

Ｋ
。
見
積
無
料
。
お
気
軽

に
ご
相
談
を
。
加
里
屋
☎

０
５
０
・
７
１
０
７
・
６

２
３
６
（
代
表
者

・
濱
田
）

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」
＝
５
月
２４
日（
土
）

・
２６
日（
月
）、フ
ル
ー
ツ
ロ

ー
ル
１
本
１
５
０
０
円
で

販
売
し
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

営
業
９
時
半
〜
１７
時
。
商

議
所
北
☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
旅
館
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
○
事
務
９
時
〜
１７
時
、

時
給
１
０
６
０
円
〜
○
送

迎
バ
ス
運
転
手
９
時
半
〜

１６
時
、
時
給
１
１
５
０
円

〜
○
部
屋
清
掃
9
時
半
～

14
時
半
、
時
給
１
１
０
０

円
〜
○
接
客
６
時
～
1１

時
、
時
給
１
２
０
０
円
〜

○
調
理
補
助
６
時
〜
１１

時
、
時
給
１
２
０
０
円
〜

○
ナ
イ
ト
フ
ロ
ン
ト
２１
時

〜
８
時
（
４
時
間
仮
眠
あ

り
）、日
給
１
０
５
０
０
円

〜
○
年
齢
不
問
、
週
２
日

か
ら
Ｏ
Ｋ
○
事
務
職
（
短

時
間
社
員
）
平
日
勤
務
の

み
も
Ｏ
Ｋ
※
お
気
軽
に
お

時
間
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

い
。
赤
穂
温
泉
絶
景
露
天

風
呂
の
宿「
銀
波
荘
」御
崎

☎
４５
・
３
３
５
５（
谷
本
）

　

▼
調
理
補
助
・
洗
い
場

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
＝
ゴ
ル

フ
場
内
の
厨
房
で
の
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
の
お
仕
事
で

す
。
10
時
～
14
時
頃
。
時

給
１
０
６
０
円
。
ま
か
な

い
有
。
未
経
験
者
可
。
土

日
祝
も
勤
務
可
能
な
方

（
用
事
の
あ
る
日
は
休
み

可
）。
勤
務
日
数
応
相

談
。
マ
イ
カ
ー
通
勤
お
願

い
し
ま
す
。
当
社
規
定
交

通
費
有
。「
赤
穂
カ
ン
ツ

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
鷏
和
☎
４３

・
３
１
１
１

　

▼
配
達
さ
ん
募
集
＝
毎

朝
の
短
時
間
で
安
定
し
た

収
入
。
Ｗ
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｋ
。

Ａ
Ｍ
１
時
半
か
ら
２
時
間

〜
２
時
間
半
程
。
配
達
地

区
は
木
津
・
坂
越
周
辺
。

月
９
万
円
〜
１１
万
円
。
詳

細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
神
戸
新
聞
赤
穂
専

売
所
」
加
里
屋
☎
４３
・
５

７
０
０

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
本

社
配
送
ロ
ー
リ
ー
運
転
手

／
７
～
１７
時
の
間
で
８
時

間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤

務
。
危
険
物
乙
４
免
許
必

須
・
大
型
免
許
優
遇
。
給

与
２３
万
円
～
（
年
齢
経
験

に
よ
る
昇
給
・
賞
与
あ

り
）。委
細
面
談
に
て
決

定
。「
前
田
石
油
㈱
」中
広

１
７
９
の
６
☎
４３
・
２
６

８
８

　

▼
名
作
映
画
会
『
ナ
ザ

レ
の
イ
エ
ス
』
＝
全
編
６

時
間
の
映
画
を
３
回
に
分

け
て
上
映
。
①
６
月
１
日

（
日
）②
７
月
６
日（
日
）③

８
月
３
日（
日
）い
ず
れ
も

１２
時
半
〜
１４
時
半
。無
料
。

「
赤
穂
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
」
北
野
中
☎
０
９
０
・

３
０
３
５
・
９
３
０
０

　

▼
赤
穂
緞
通
を
譲
り
ま

す
＝
一
畳
敷
の
古
緞
通
で

文
様
は
犬
利
剣
で
す
。
傷

み
、汚
れ
あ
り
ま
す
。価
格

応
談
。
☎
４３
・
７
２
６
３

（
横
山
）

　

▽
２５
日
＝
イ
オ
ン
診
療

所
（
中
広
字
別
所
５５
の

　 　

３
）
☎
０
７
９
１
・
４６
・

４
６
６
６

休
日
急
患
診
療
医

　

赤
穂
地
区
警
察
官
友
の

会
（
原
清
会
長
）
は
１６

日
、
定
例
総
会
を
中
広
の

赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

開
き
、
地
域
安
全
に
功
績

の
あ
っ
た
赤
穂
署
員
２
人

を
優
良
警
察
官
と
し
て
表

彰
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
、

刑
事
生
活
安
全
課
の
佐
々

木
雅
大
巡
査
部
長（
３４
）と

地
域
課
の
濱
田
敏
之
巡
査

長（
５５
）。
佐
々
木
巡
査
部

長
は
２
０
１
７
年
、
濱
田

巡
査
長
は
１９
年
か
ら
赤
穂

署
で
勤
務
し
、
各
種
事
件

の
容
疑
者
検
挙
や
解
決
に

貢
献
し
た
。

　

ま
た
、
席
上
、
同
会
の

活
動
に
永
年
の
功
労
が
あ

っ
た
と
し
て
、
兵
庫
県
警

本
部
総
務
部
長
か
ら
常
任

理
事
の
藤
野
高
之
さ
ん

（
８２
）に
、
同
じ
く
常
任
理

事
の
藤
本
敏
弘
さ
ん（
７９
）

と
会
員
の
妻
井
昭
二
さ
ん

（
８５
）に
棟
廣
正
幸
・
赤
穂

署
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。（
写
真

は
優
良
警
察
官
表
彰
を
受

け
た
赤
穂
署
の
佐
々
木
雅

大
巡
査
部
長
㊧
と
濱
田
敏

之
巡
査
長
）

元
自
治
会
連
合
会
長

睦
谷
博
さ
ん
死
去

　

元
赤
穂
市
自
治
会
連
合

会
長
の
睦
谷
博
さ
ん
＝
中

広
＝
が
５
月
１５
日
、
心
室

細
動
の
た
め
、
市
内
の
病

院
で
亡
く
な
っ
た
。
９７

歳
。

　

睦
谷
さ
ん
は
１
９
９
５

年
か
ら
１６
年
間
、
市
自
治

会
連
合
会
の
会
長
を
務
め

た
ほ
か
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
理
事
長
も
歴
任
。

２
０
０
９
年
に
旭
日
双
光

章
、
１１
年
に
赤
穂
市
政
特

別
功
労
表
彰
を
受
け
た
。

「
株
投
資
」名
目
に

１
２
２
２
万
円
詐
欺

　

赤
穂
署
は
５
月
１７
日
、

赤
穂
市
内
の
会
社
員
男
性

（
７１
）が
、
投
資
話
で
１
２

２
２
万
円
を
だ
ま
し
取
ら

れ
る
詐
欺
被
害
が
あ
っ
た

と
発
表
し
た
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
男
性

は
今
年
２
月
ご
ろ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
か

ら
「
投
資
で
成
功
し
て
い

る
。
株
式
投
資
を
教
え

る
」
な
ど
と
誘
わ
れ
、
４

月
以
降
、
７
回
に
わ
た
り

市
内
の
金
融
機
関
Ａ
Ｔ
Ｍ

な
ど
か
ら
相
手
が
指
定
す

る
口
座
に
現
金
を
振
り
込

ん
だ
と
い
う
。

　

利
益
を
引
き
出
そ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
相
手
か
ら

「
手
数
料
が
か
か
る
」と
伝

え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
不
審

に
思
い
、
警
察
に
相
談
し

て
詐
欺
だ
と
わ
か
っ
た
。

資
材
置
き
場
窃
盗

共
犯
の
男
を
逮
捕

容
疑
を
否
認

　

赤
穂
市
内
の
資
材
置
き

場
か
ら
給
湯
器
の
部
品
を

転
売
目
的
で
盗
ん
だ
男
が

赤
穂
署
に
現
行
犯
逮
捕
さ

れ
た
事
件
で
、
同
署
は
５

月
２１
日
、
共
謀
し
て
犯
行

に
及
ん
だ
と
し
て
、
同
市

新
田
の
会
社
員
の
男（
３９
）

を
窃
盗
の
疑
い
で
逮
捕
し

た
。

　

逮
捕
容
疑
は
先
月
３０
日

午
後
１１
時
４０
分
ご
ろ
、
同

市
大
町
の
会
社
員
の
男

（
４６
）と
共
謀
し
、
同
市
城

西
町
の
水
道
工
事
会
社
の

資
材
置
き
場
か
ら
モ
ー
タ

ー
４
点
を
盗
ん
だ
も
の
。

　

こ
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て

は
、
資
材
置
き
場
の
所
有

者
か
ら
「
備
品
が
な
く
な

っ
て
い
る
」
と
相
談
を
受

け
た
同
署
が
張
り
込
み
捜

査
で
犯
人
の
男
を
逮
捕
。

男
の
メ
ー
ル
履
歴
な
ど
か

ら
共
犯
者
が
浮
上
し
た
。

最
初
に
逮
捕
さ
れ
た
男
は

「
換
金
す
る
つ
も
り
だ
っ

た
」
と
容
疑
を
認
め
、
同

署
は
余
罪
も
あ
る
と
み
て

捜
査
。
一
方
、
共
犯
の
男

は
「
泥
棒
し
て
い
た
こ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
容

疑
を
否
認
し
て
い
る
。
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